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歳入決算総額
530億7,671万2千円

（0.1%）
市民一人当たりの額
425,929円

国庫支出金
104億8,066万1千円
19.7%（△9.6%）
84,105円

104億8,066万1千円
19.7%（△9.6%）
84,105円

都支出金
83億4,835万円
15.7%（4.6%）
66,994円

都支出金
83億4,835万円
15.7%（4.6%）
66,994円

市　税
235億5,273万円
44.4%（2.8%）
189,005円

235億5,273万円
44.4%（2.8%）
189,005円

地方交付税
2,957万円
0.1%（26.8%）
237円

繰入金
13億9,750万円
2.6%（△24.7%）
11,215円

使用料及び手数料
9億5,761万1千円
1.8%（2.0%）
7,685円

その他
16億9,965万8千円
3.2%（18.4%）
13,639円

地方特例交付金
1億2,457万3千円
0.2%（△13.1%）
1,000円市　債

7億4,610万円
1.4%（△25.7%）
5,987円

分担金及び負担金
3億6,819万5千円
0.7%（△10.0%）
2,955円

繰越金
25億2,824万5千円
4.8%（35.7%）
20,288円

地方消費税交付金
28億4,351万9千円
5.4%（△0.9%）
22,819円

人口　124,614人
（令和6年1月1日現在）

民生費
272億6,906万6千円
53.4%（3.0%）
218,828円

272億6,906万6千円
53.4%（3.0%）
218,828円

扶助費
168億2,505万3千円
32.9%（6.6%）
135,017円

扶助費
168億2,505万3千円
32.9%（6.6%）
135,017円

物件費
88億0,442万円
17.2%（△3.6%）
70,654円

物件費
88億0,442万円
17.2%（△3.6%）
70,654円

衛生費
59億4,270万1千円
11.5%（△8.5%）
47,689円

総務費
67億7,344万8千円
13.3%（21.6%）
54,356円

土木費
27億9,998万7千円
5.5%（△7.4%）
22,469円

教育費
40億0,355万3千円
7.8%（1.2%）
32,128円

公債費
21億3,507万円
4.2%（△3.6%）
17,134円

消防費
15億7,527万7千円
3.1%（0.5%）
12,641円

その他
6億1,041万円
1.2%（△48.8%）
4,898円

繰出金
40億8,325万2千円
8.0%（8.2%）
32,767円

人件費
66億3,314万4千円
13.0%（△0.1%）
53,230円

補助費等
69億8,874万5千円
13.7%（△11.0%）
56,083円

公債費
21億3,507万円
4.2%（△3.6%）
17,133円

投資的経費
23億3,391万円
4.6%（△21.7%）
18,729円

その他
32億7,955万5千円
6.4%（57.5%）
26,318円

歳　入 歳　出
目的別

歳出決算総額
511億0,951万2千円

（1.2%）
市民一人当たりの額
410,143円

※国で定めた基準（普通会計）で算出しているため、一般会計決算額とは異なります
性質別（普通会計）：地方財政状況調査による

歳出決算総額
510億8,314万9千円

（1.2%）
市民一人当たりの額
409,931円

歳入歳出決算額
％は、歳入歳出決算総額に対する比率
（　）内は、前年度に対する増減率
市民一人当たりの額

［表２］公営企業会計決算状況（下水道事業�（単位：千円）

予算額 決算額

収 入 ２,０８６,９８４ ２,０５８,４０５

支 出 ２,５１０,９８２ ２,３８７,５１０

［表１］特別会計決算状況

区分 当初予算額 補正予算額 最終予算額 歳入決算額 歳出決算額 形式収支

国 民 健 康 保 険 １０,９７０,０６２ １６７,８７２ １１,１３７,９３４ １０,８７３,９２４ １０,８０３,２３６ ７０,６８８

介 護 保 険 ９,２６３,５７７ △１８７,０４８ ９,０７６,５２９ ９,１１７,９８７ ８,９７６,２２１ １４１,７６６

後 期 高 齢 者 医 療 ３,０３６,３１５ ４５,２４０ ３,０８１,５５５ ３,０８０,２３１ ３,０２２,２９１ ５７,９４０

合 計 ２３,２６９,９５４ ２６,０６４ ２３,２９６,０１８ ２３,０７２,１４２ ２２,８０１,７４８ ２７０,３９４

（単位：千円）

令和 5 年度 決算の概要令和 5 年度 決算の概要 「誰一人取り残さない」持続可能で「誰一人取り残さない」持続可能で
多様性と包摂性のある社会の実現多様性と包摂性のある社会の実現

令和５年度の財政状況や令和５年度の財政状況や
実施した主な事業の概要実施した主な事業の概要
についてはこちらについてはこちら

一 般 会 計

市民サービスや各種事業などの財源は、市税によって支えられています市民サービスや各種事業などの財源は、市税によって支えられています

　納めていただいた市税がどのように使われて
いるかなど、財政に関する事項の理解を深めて
いただくため、令和５年度の決算概要および令
和６年度上半期（４月１日～９月３０日）の状況
を公表します。
　「令和５年度小金井市一般会計・特別会計歳
入歳出決算書」（１部２,５００円）は会計課（市役
所第二庁舎１階）で、「令和５年度主要な施策

の成果に関する説明書・基金の運用状況に関す
る調書」（１部１,０００円）は財政課で販売してい
ます。
　なお決算書等は、図書館本館および情報公開
コーナー（市役所第二庁舎６階）でご覧いただ
けるほか、市ホームページでも公開しています。
i財政課財政係（市役所本庁舎２階☎０４２-３８７-
９８０２）

　令和５年度は、根幹となる市税が、納税義務
者数の増等により増となりましたが、財政調整
基金の大幅な取り崩し等に頼った運営となり、
厳しい財政状況が続いています。
　ポストコロナを見据えた持続可能な行財政運
営および市民サービスの維持向上に取り組んだ
令和５年度は、子どもオンブズパーソン相談室

の周知および普及啓発の推進、「地方自治と子
ども施策」全国自治体シンポジウム２０２３を開催
するとともに、自治体DXや公共施設マネジメ
ントの推進、財政規律ガイドラインの策定等に
取り組みました。
　時代の転換点とも言える内外の構造的な課題
を的確に捉え、第５次基本構想の将来像「いか

そうみどり　増やそう笑顔　つなごう人の輪　
小金井市」の実現に向け、ポストコロナを踏ま
えた意識の変化や誰もが暮らしやすい包摂社会
の実現等、社会・経済情勢の変化に柔軟に対応
し、小金井市の魅力の再構築を着実に進めてま
いります。

特別会計（国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療）および公営企業会計

一般会計決算状況

（単位：千円）
形 式 収 支 １,９６７,２００

実 質 収 支 １,９６６,０４０

実 質 収 支 比 率 ７.８％

人 件 費 比 率 １３.０％
（前年度対比０.１ポイント減）

経 常 収 支 比 率 ９３.９％
（前年度対比０.１ポイント減）

（単位：千円）
当 初 予 算 ４８,６４５,０００
補 正 予 算（ 全 １ ２ 回 ） ５,０８１,９４７
繰越事業費繰越財源充当額 １５９,１４０
総 額 ５３,８８６,０８７

歳 入 決 算 額 ５３,０７６,７１２
（前年度対比０.１％増）

歳 出 決 算 額 ５１,１０９,５１２
（前年度対比１.２％増）


